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総
務
省
は
１１
月
２０
日
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
「
地

方
自
治
法
施
行
６０
周
年
記
念
式

典
」
を
挙
行
し
た
。

こ
の
式
典
は
、
地
方
自
治
の
意

義
と
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
。

併
せ
て
地
方
自
治
功
労
者
に
対
す

る
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

式
典
に
は
、
三
権
の
長
（
首
相

の
代
理
と
し
て
官
房
長
官
が
出

席
）
を
は
じ
め
、
藤
田
本
会
会
長

ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
関
係
者
約

２
５
０
０
人
が
参
列
。
こ
の
中
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰

い
だ
の
ち
、
増
田
総
務
相
が
式
辞

を
述
べ
た
。
続
い
て
地
方
自
治
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
１
６
４
人
、

２
０
８
団
体
に
対
し
総
務
大
臣
表

彰
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
市
区

関
係
で
は
、
個
人
表
彰
が

１０
人
、
団
体
表
彰
が
６５
市

区
に
贈
ら
れ
た
。

表
彰
終
了
後
、
天
皇
陛

下
の
お
こ
と
ば
�
左
掲
�

を
賜
っ
た
の
ち
、
首
相
、

衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁
長
官
の

祝
辞
、
地
方
公
共
団
体
の
代
表
と

し
て
麻
生
全
国
知
事
会
会
長
の
決

意
表
明
が
行
わ
れ
、
厳
か
に
式
典

は
終
了
し
た
。

市
区
関
係
の
地
方
自
治
功
労
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
。

【
個
人
表
彰（
議
会
関
係
）】

▽
森
田
三
男
・
三
笠
▽
小
山
誠
治

・
大
仙
▽
嶋
村
勝
夫
・
横
浜
▽
松

原
藤
衛
・
新
潟
▽
力
示
健
蔵
・
富

山
▽
木
橋
正
昭
・
小
浜
▽
�
脇
尚

一
・
京
都
▽
太
田
勝
義
・
大
阪
▽

久
保
田
正
直
・
海
南
▽
柳
坪
進
・

広
島

【
団
体
表
彰
】
▽
函
館
▽
平
川
▽

八
戸
▽
奥
州
▽
宮
古
▽
遠
野
▽
登

米
▽
大
崎
▽
鹿
角
▽
鶴
岡
▽
酒
田

▽
鹿
嶋
▽
坂
東
▽
笠
間
▽
東
松
山

▽
坂
戸
▽
市
川
▽
野
田
▽
南
房
総

▽
品
川
▽
稲
城
▽
相
模
原
▽
三
条

▽
十
日
町
▽
南
砺
▽
か
ほ
く
▽
白

山
▽
大
野
▽
山
梨
▽
甲
斐
▽
安
曇

野
▽
伊
那
▽
各
務
原
▽
美
濃
▽
袋

井
▽
豊
田
▽
高
島
▽
綾
部
▽
長
岡

京
▽
篠
山
▽
田
辺
▽
紀
の
川
▽
安

来
▽
赤
磐
▽
三
次
▽
廿
日
市
▽
萩

▽
下
関
▽
吉
野
川
▽
観
音
寺
▽
西

予
▽
松
山
▽
大
野
城
▽
小
城
▽
諫

早
▽
壱
岐
▽
荒
尾
▽
天
草
▽
佐
伯

▽
中
津
▽
日
向
▽
日
南
▽
薩
摩
川

内
▽
那
覇
▽
豊
見
城

天天皇皇陛陛下下おおここととばば

地方自治法施行６０周年に当たり、全国の
地方公共団体関係者の皆さんと共にこの記
念式典に臨むことを誠に喜ばしく思います。
地方自治法が、日本国憲法に示された地

方自治の本旨に基づき、制定、施行された
のは、戦後間もなく、社会情勢の極めて困
難な時代でありました。我が国の将来に思
いを致し、新しい地方自治制度を作り上げ
るべく力を傾けられた当時の関係者の労苦
が察せられます。
爾来６０年、地方公共団体の関係者を始め

とする国民の努力により、地方自治は国民
生活に深く根付いて来ました。国内各地を
訪れる折々に、各地で住民の福祉の増進を
図る観点から、地域の実情に即した施策が、
地方公共団体と住民との協力によって講じ
られている状況に接することは、誠に心強
いことであります。ここに、長年にわたる
地方自治の歩みを顧み、関係者の払われた
努力に深く敬意を表する次第です。
地方自治は、住民に対してきめ細やかな

施策を講じていく上に極めて大切なもので
あります。科学技術の著しい進歩や住民の
高齢化など、社会が様々な面で変わってい
く時、住民に身近な行政については、地方
公共団体が責任を持つことが一層重要にな
ってきています。地方公共団体の関係者が
常に住民の安全と福祉に意を注ぎ、住民と
協力してより良い社会を築いていくよう願
っています。
本日の式典を契機として、地方公共団体

の関係者はもとより、全国民が協力して、
地方自治の理念の実現のため、一層努めら
れるよう希望いたします。

第1672号１２月５日平成19年
（2007年）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

地
方
自
治
法
施
行
６０
周
年

天天
皇皇
皇皇
后后
両両
陛陛
下下
おお
迎迎
ええ
しし
式式
典典

天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぐ藤田本会会長（壇上左）ら式典参列者一同

（１） 平成１９年１２月５日 第１６７２号
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本
会
の
産
業
経
済
・
地
方
行
政
・
社
会
文
教
の
３
委
員
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
２０
年
度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
要

望
を
ま
と
め
実
行
運
動
を
展
開
し
た
。
会
議
概
要
は
次
の
と
お
り
。

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

小
野
寺
一
知
・
名
寄
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
２１
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
平

成
２０
年
度
産
業
経
済
対
策
に
つ
い

て
の
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

�
農
業
振
興
対
策
�
持
続
的
な
発

展
な
ど
�
林
業
振
興
対
策
�
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
�
水
産
業
振
興

対
策
�
資
源
回
復
計
画
の
実
施
な

ど
�
農
林
水
産
業
共
通
対
策
�
担

い
手
の
育
成
な
ど
�
食
の
安
全
及

び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策
�
適

正
表
示
の
実
施
な
ど
�
中
小
企
業

対
策
等
�
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
促
進

な
ど
�
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
�

鉱
業
法
改
正
な
ど
�
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
�
不
法
投
棄
対
策
な
ど

会
議
終
了
後
、
小
野
寺
委
員
長
、

揚
張
正
副
委
員
長
（
御
前
崎
市
議

長
）
、
島
袋
俊
夫
副
委
員
長
（
う

る
ま
市
議
長
）
は
、
自
民
党
の
今

津
�
・
農
林
水
産
関
係
団
体
委
員

長
ら
に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
の
柄
澤
彰
・
予
算
課
長
が
「
平

成
２０
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要

求
の
概
要
」
、
同
省
の
消
費
・
安

全
局
の
嘉
多
山
茂
・
消
費
・
安
全

政
策
課
長
が
「
農
林
水
産
省
に
お

け
る
食
の
安
全
に
向
け
た
取
組

み
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員
長
�

大
野
眞
一
・
小
田
原
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
２１
日
、
東
京
・
日
本

都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
委
員
会
を

開
き
、
平
成
２０
年
度
地
方
行
政
関

連
施
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決
定

し
た
。

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

�
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進

�
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直

し
、
権
限
・
事
務
・
財
源
の
一
体

的
な
移
譲
な
ど
�
地
方
議
会
の
権

能
強
化
等
�
議
長
へ
の
議
会
招
集

権
の
付
与
な
ど
�
地
方
議
会
議
員

の
位
置
づ
け
の
明
確
化
�
職
責
・

職
務
の
自
治
法
へ
の
明
文
化
な
ど

�
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
�

施
設
・
設
備
整
備
へ
の
財
政
措
置

な
ど
�
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
�

新
制
度
の
創
設
な
ど
�
市
町
村
合

併
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
�
基
地

対
策
関
係
予
算
の
確
保
等
�
治
安

対
策
の
強
化
等
	
北
方
領
土
返
還



青
少
年
健
全
育
成
対
策
の
充
実

強
化
�
人
権
救
済
制
度
の
確
立
�

外
国
人
政
策
の
総
合
的
な
推
進

会
議
終
了
後
、
大
野
委
員
長
、

星
秀
雄
副
委
員
長
（
江
別
市
議

長
）
、
松
浦
利
貞
副
委
員
長
（
安

芸
高
田
市
議
長
）
は
、
町
村
信
孝

・
内
閣
官
房
長
官
、
河
井
克
行
・

法
務
副
大
臣
に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局

の
幸
田
雅
治
・
行
政
課
長
が
「
第

２９
次
地
方
制
度
調
査
会
の
動
向

等
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員
長
�

野
村
栄
・
阿
南
市
議
会
議
長
）
は

１１
月
２２
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
委
員
会
を
開
き
、
社
会
文
教
施

策
に
つ
い
て
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

�
地
域
医
療
保
健
施
策
�
医
師
不

足
・
偏
在
の
解
消
な
ど
�
国
民
健

康
保
険
制
度
等
�
医
療
保
険
制
度

の
一
本
化
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
円
滑
施
行
な
ど
�
介
護
保
険

制
度
�
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

な
ど
�
少
子
化
対
策
等
�
児
童
福

祉
の
充
実
な
ど
�
社
会
福
祉
施
策

�
地
域
生
活
支
援
事
業
へ
の
財
政

措
置
な
ど
�
雇
用
対
策
�
能
力
開

発
・
再
就
職
支
援
対
策
の
強
化
な

ど
�
生
活
環
境
施
策
�
地
球
温
暖

化
対
策
な
ど
�
文
教
施
策
�
教
育

相
談
体
制
の
充
実
な
ど

会
議
終
了
後
、
野
村
委
員
長
、

野
村
保
夫
副
委
員
長
（
鳥
羽
市
議

長
）
は
自
民
党
の
鈴
木
俊
一
・
社

会
保
障
制
度
調
査
会
長
・
与
党
高

齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
、
後
藤
田
正

純
・
厚
生
労
働
部
会
専
任
部
会
長

に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
老
健
局

の
大
澤
範
恭
・
介
護
保
険
課
長
が

「
介
護
保
険
制
度
の
現
状
と
課

題
」
、
同
省
の
社
会
・
援
護
局
の

川
�
良
夫
・
企
画
課
長
が
「
障
害

保
健
福
祉
施
策
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

地
方
財
政
・
建
設
運
輸
・
国
会

対
策
委
員
会
は
次
号
に
掲
載
。

予予
算算
編編
成成
にに
向向
けけ
要要
望望

本
会
委
員
会
開
く

鈴木社会保障制度調査会長（中央）に要望

後
藤
田
厚
労
部
会
専
任
部
会
長

（
左
）に
要
望

今津農水関係団体委員長（右奧）に要望

町
村
官
房
長
官（
右
か
ら
２
人

目
）に
要
望

河
井
法
務
副
大
臣（
右
か
ら
２

人
目
）に
要
望

第１６７２号 平成１９年１２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
岡
�
洋
一
郎
・
高
知
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
２２
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
役
員
会
を
開
き
、

「
人
口
減
少
社
会
と
都
市
行
政
」

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
原
案

に
つ
い
て
協
議
。
そ
の
結
果
、
協

議
に
お
け
る
意
見
を
反
映
す
る
こ

と
と
し
、
こ
れ
を
ま
と
め
た
。

報
告
書
原
案
は
全
４
章
で
構

成
。
第
�
章
を
提
言
と
し
て
い

る
。
今
回
の
特
徴
は
、
本
章
に
入

る
前
に
「
は
じ
め
に
」
を
設
け
、

報
告
書
原
案
作
成
に
当
た
り
、
座

談
会
や
現
地
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
実
施
し
た
こ
と
を
強
調

し
た
う
え
で
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
の

総
論
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
。

本
章
に
入
り
、
第
�
章
「
人
口

減
少
社
会
の
到
来
」
で
は
我
が
国

の
人
口
減
少
社
会
の
姿
、
第
�
章

で
は
「
人
口
減
少
社
会
が
も
た
ら

す
都
市
へ
の
影
響
」
、
第
�
章
「
人

口
減
少
社
会
に
お
け
る
取
り
組

み
」
で
は
国
や
都
市
、
市
議
会
の

取
り
組
み
―
―
に
つ
い
て
検
証
し

て
い
る
。

第
�
章
「
く
ら
し

に
ぎ
わ
う

都
市
へ
」
で
は
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
都
市
・
市
議
会
の
果
た

す
べ
き
今
後
の
役
割
に
つ
い
て
提

言
。
ま
ず
、
人
口
減
少
社
会
と
い

う
複
雑
な
問
題
を
克
服
す
る
た
め

に
は
、
市
の
行
財
政
改
革
は
も
と

よ
り
、
市
民
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
企
業
、

研
究
者
ら
か
ら
広
く
意
見
を
集

め
、
か
つ
、
協
働
の
下
で
克
服
策

を
見
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
施
策

を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
。

そ
の
う
え
で
、
都
市
・
市
議
会
の

役
割
（
下
表
）
を
掲
げ
、
具
体
策

を
示
す
と
と
も
に
、
こ
の
提
言
を

進
め
れ
ば
、
家
庭
は
家
族
で
に
ぎ

わ
い
、
街
は
老
若
男
女
で
に
ぎ
わ

う
「
く
ら
し

に
ぎ
わ
う

都
市

へ
」
の
実
現
の
礎
と
な
る
と
結
ん

で
い
る
。
な
お
、
同
報
告
書
は
来

年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
第
８７
回
総

会
で
決
定
さ
れ
る
運
び
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
奥
谷
進
・
青
森
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
１９
日
、
東
京
・

全
国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
を
開
き
、
平
成

２０
年
度
公
営
交
通
事
業
関
係
予
算

に
関
す
る
要
望
を
ま
と
め
た
。

公
営
交
通
事
業
は
、
輸
送
需
要

の
縮
小
や
規
制
緩
和
等
に
よ
り
大

き
く
環
境
が
変
化
し
て
お
り
、
極

め
て
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
要
望
に
は
�
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
政
措
置
の
充
実
強
化

な
ど
経
営
基
盤
の
強
化
�
地
域
住

民
の
バ
ス
路
線
維
持
及
び
生
活
交

通
確
保
�
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対

策
事
業
の
所
要
額
確
保
な
ど
国
庫

補
助
制
度
の
拡
充
�
高
金
利
地
方

債
負
担
軽
減
対
策
、
交
通
事
業
債

の
所
要
額
確
保
な
ど
公
営
企
業
債

の
拡
充
	
公
共
輸
送
機
関
の
優
先

通
行
な
ど
道
路
交
通
環
境
の
整
備

―
―
の
５
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
と
監

事
は
、
自
民
党
の
津
島
雄
二
・
税

制
調
査
会
長
、
岡
本
芳
郎
・
総
務
大

臣
政
務
官
ら
に
面
談
す
る
な
ど
、

実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
井
上
宜
也
・
公
営
企
業
経
営
企

画
室
長
が
「
平
成
２０
年
度
公
営
交

通
事
業
関
係
予
算
の
概
算
要
求

等
」
、
国
土
交
通
省
自
動
車
交
通
局

の
小
守
谷
昌
利
・
旅
客
課
長
補
佐

が
「
バ
ス
関
係
予
算
概
要
等
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

�．くらし にぎわう 都市へ
１．都市が果たすべき今後の役割
� 少子化対策を多面的な側面も含めて施策の展

開を
�子どもを産み、育てやすい環境整備に貢献
を

�仕事と家庭・育児の両立支援を
�公務員が率先して育児休業休暇の取得を
�行政が結婚相手のめぐり合いに貢献を

� 地域医療の一翼を担う自治体病院の医師確保
と経営安定化を

� 高齢者を地域の支え手へ
� 若者への就労支援を
� 障害を抱える人たちへの就労支援を
� 企業誘致策の展開を
� 市民ボランティア、ＮＰＯ法人、民間企業な

どとの連携強化と支援を
� 若者が定住するまちづくりを
	 地域コミュニティの活性化に支援を

 交流・定住人口の拡大を
２．市議会が果たすべき今後の役割
� 人口減少社会に対応するための議員提案によ

る政策的条例の制定を
� 特別委員会を設置し、調査研究、十分な審議を
� コンパクトシティについての議論を
� 我が国の定常人口の議論を
� 人口減少社会に関する意見書の採択を

▼
議
長

▽
韮
崎

石
井
錦
一
（
１０
・
１７
）

▽
美
濃
加
茂

森

厚
夫
（
１０
・
２２
）

▽
三
田

今
北
義
明
（
１０
・
２３
）

▽
君
津

篠
森
政
則
（
１０
・
２５
）

▽
長
岡
京

八
木

浩
（
１０
・
２５
）

▽
川
西

土
田

忠
（
１０
・
２５
）

▽
総
社

中
村
吉
男
（
１０
・
２６
）

▽
守
山

�
田
正
司
（
１０
・
２９
）

▼
副
議
長

▽
韮
崎

嶋
津
鈴
子
（
１０
・
１７
）

▽
美
濃
加
茂

遠
山

登
（
１０
・
２２
）

▽
三
田

檜
田

充
（
１０
・
２３
）

▽
長
崎

中
田

剛
（
１０
・
２３
）

▽
君
津

岡
部
順
一
（
１０
・
２５
）

▽
長
岡
京

梶
原
宗
典
（
１０
・
２５
）

▽
川
西

岩
田
秀
雄
（
１０
・
２５
）

▽
総
社

丹
下

茂
（
１０
・
２６
）

▽
守
山

森

貴
尉
（
１０
・
２９
）

テ
ー
マ「
人
口
減
少
社
会
と
都
市
行
政
」

都市研

報
告
書
原
案
ま
と
ま
る

要
望
ま
と
め
実
行
運
動

公
営
交
通
議
長
会
が
役
員
会

議

会

人

事

津島税調会長（右から３人目）に要望

あ
い
さ
つ
す
る
岡
�
都
市
研
会
長
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第第
１１５５
章章
まま
ちち
づづ
くく
りり
構構
想想

萩
市
（
山
口
県
）

◆
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
構
想

萩
の
ま
ち
は
、
毛
利
藩
政
期
２

６
０
年
間
に
形
成
さ
れ
た
城
下
町

の
た
た
ず
ま
い
が
「
都
市
遺
産
」

と
し
て
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
萩
の
城
跡
や
武
家
屋
敷
、

維
新
の
志
士
の
旧
宅
な
ど
が
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
残
さ
れ
、
そ
の

街
並
み
は
日
本
で
唯
一
の
「
江
戸

時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る

ま
ち
」
と
し
て
現
在
に
姿
を
と
ど

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ま
ち
全
体
に
広
が
る

「
都
市
遺
産
」
に
対
し
萩
市
で
は
、

吉
田
松
陰
生
誕
地
付
近
を
は
じ
め

と
す
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
な
ど
を
貴
重
な
歴
史
・
文

化
資
産
と
し
て
位

置
付
け
、
こ
れ
ま

で
維
持
・
保
存
に

取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、

取
り
組
み
の
対
象

は
、
貴
重
な
遺
産

の
ご
く
一
部
に
過

ぎ
な
い
も
の
で
し

た
。こ

の
な
か
現
在

「
都

市

遺

産
・

萩
」
を
物
語
る
風

景
が
、
押
し
寄
せ

る
都
市
化
の
波
に

よ
り
、
徐
々
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ち
に
は
商
用
看
板
な
ど
が

氾
濫
し
様
々
な
人
工
色
が
溢
れ
、

萩
が
持
つ
希
有
な
風
景
や
景
観
は

姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
萩
市
で
は
、
平
成
１５
年

度
か
ら
市
民
と
協
働
で
「
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
の
特
徴

は
、
萩
の
ま
ち
全
体
を
「
屋
根
の

な
い
博
物
館
」
と
み
な
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
石
垣
や
土
塀
、

伝
統
の
祭
り
に
至
る
ま
で
、
そ
こ

に
物
語
を
持
つ
も
の
を
「
お
た
か

ら
�
都
市
遺
産
」
と
し
て
保
存
・

活
用
し
て
い
く
構
想
で
す
。

ま

ず

萩

市

で

は
１５
年
１０
月
、

「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」
を

策
定
。
１６
年
４
月
か
ら
「
ま
ち
じ

ゅ
う
博
物
館
条
例
」
を
施
行
し
た

う
え
、
１７
年
３
月
に
は
「
ま
ち
じ

ゅ
う
博
物
館
基
本
計
画
・
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
「
都
市
遺
産
」

を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
博
物
館
を
市
民
と
協
働

で
推
進
す
る
受
け
皿
と
し
て
１６
年

６
月
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
」
を
設
立
。
市
民
と
と
も

に
、
「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
の

拠
点
施
設
で
あ
る
「
萩
博
物
館
」

の
運
営
、
英
文
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

萩
市
で
は
今
後
、
１７
年
の
合
併

で
新
た
に
「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
」
に
加
わ
っ
た
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
「
地
域
博
物
館
」
整
備

な
ど
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

本
紙
第
１
６
５
１
・
５
２
号
（
平

成
１９
年
５
月
１５
日
号
）
か
ら
連
載

し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
全
国
都
市

の
特
色
あ
る
施
策
集
〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い

ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら

紹
介
」
は
、
今
号
の
掲
載
を
も
っ

て
終
了
い
た
し
ま
す
。

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
と
地
方

分
権
推
進
連
盟
（
会
長
は
議
会
三

団
体
の
会
長
）
は
１１
月
１９
日
、
東

京
・
憲
政
記
念
館
で
「
地
方
分
権

改
革
推
進
」
全
国
大
会
を
開
催
し

た
。
来
賓
の
増
田
寛
也
・
総
務
相

・
地
方
分
権
改
革
担
当
相
、
谷
垣

禎
一
・
自
民
党
政
調
会
長
、
斉
藤

鉄
夫
・
公
明
党
政
調
会
長
は
じ
め
、

全
国
の
自
治
体
関
係
者
や
国
会
議

員
ら
約
５
０
０
人
が
参
集
し
た
。

大
会
で
は
、
六
団
体
を
代
表
し

て
藤
田
本
会
会
長
が
「
地
方
分
権

改
革
推
進
に
関
す
る
決
議
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
の
ち
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

大
会
終
了
後
、
六
団
体
代
表
ら

は
決
議
し
た
「
国
と
地
方
の
税
源

配
分
を
５
対
５
に
す
る
な
ど
税
源

移
譲
の
推
進
」
「
地
方
消
費
税
ま

で
含
め
た
地
方
税
源
の
充
実
強
化

と
偏
在
是
正
」
な
ど
の
要
望
事
項

実
現
に
向
け
、
政
府
・
与
党
に
対

し
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

面
談
要
望
先
は
次
の
と
お
り
。

【
政
府
】
増
田
寛
也
・
総
務
相
、

大
野
松
茂
・
官
房
副
長
官

【
自
民
党
】
伊
吹
文
明
・
幹
事
長
、

二
階
俊
博
・
総
務
会
長
、
古
賀
誠

・
選
挙
対
策
委
員
長

南南
九九
州州
市市
がが
誕誕
生生

１２
月
１
日
、
鹿
児
島
県
の
頴
娃

町
、
知
覧
町
、
川
辺
町
の
３
町
が

合
併
し
、
南
九
州
市
が
誕
生
し
た
。

人
口
約
４
万
２
千
人
、
面
積
３
５

７
・
８５
平
方
�
、
議
員
定
数
２４
人
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
市
数
は

８
０
６
市
と
な
っ
た
。

平成１９年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる
施施
策策
集集

―本会編集―

〈１２〉終

〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら
紹
介

１２月５日現在の市数
８０６市

うち

指定都市 １７市

中核市 ３５市

特例市 ４４市

一般市 ６８７市

特別区 ２３区

税源移譲の推進を
地方分権改革推進全国大会

吉田松陰ゆかりの松下村塾

大会決議を説明する藤田本会会長
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